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今月の主な内容
● 特集 
　平成26年度施政方針･予算 ・・・  ・・・  ・・・  ・２
●伝統的建造物群保存地区を決定 ・・・  ・・・  ・・４
●主要地方道岩沼蔵王線改良事業本格着手 ・・  ・５
● まちの話題
　町内各所で卒業式　ほか ・・・・・・・ ・・・・・6
● まちのスポーツ　
　小室希選手ソチオリンピックで健闘 ・・・・・・9

旅立ちの日〜町内各所で卒業式・修了式〜
　３月14日に行われた沼辺幼稚園の修了式では、24名の園児が幼稚園での思い出と両親や先生に感
謝のことばを元気よく述べ、立派に沼辺幼稚園を巣立っていきました。

【観光ＰＲキャラクター・くらりん】
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村
田
町
議
会
三
月
定
例
会
で
、
佐
藤

英
雄
町
長
が
本
年
度
の
施
政
方
針
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
発
表
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主

要

事

業

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
広
が
る
お
い

し
い
学
校
給
食
」
を
基
本
理
念
と
し
な

が
ら
、
平
成
二
十
七
年
度
中
の
給
食
提

供
を
目
標
に
、
本
年
度
は
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
に
着
工
し
、
新
し
い
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

﹁
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
﹂選
定

　
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
蔵
の
町
並

み
が
宮
城
県
初
と
な
る
国
の
「
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
選
定
を
受

け
、
町
は
保
存
計
画
の
着
手
の
ほ
か
、

先
人
の
残
し
た
文
化
的
遺
産
を
受
け
継

ぎ
、
保
護
と
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

新
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入

　
公
共
交
通
の
整
備
と
し
て
、
本
町
の

地
域
の
特
性
に
マ
ッ
チ
し
た
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
及
び
運
行
を

実
施
し
ま
す
。

分

野

別

主

要

施

策

●
ひ
と
を
育
て
る

　
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

　
社
会
・
経
済
の
急
激
な
変
化
や
社
会

の
成
熟
に
伴
い
、
幅
広
い
年
代
の
人
々

に
も
「
学
ぶ
」
こ
と
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
教
育
及
び
学

校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
社
会

の
現
状
や
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
を
見

据
え
、
幼
児
、
児
童
生
徒
に
「
社
会
を

生
き
抜
く
力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と

と
も
に
、
自
己
実
現
を
図
り
な
が
ら
地

域
社
会
の
発
展
を
担
う
人
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
健
康
で
共
に
支
え
合
う

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
の
中
で
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

す
べ
て
の
人
の
健
康
は
活
力
あ
る
町
づ

く
り
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。
本
格

的
な
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
要
介

護
認
定
率
や
、
社
会
保
障
費
に
占
め
る

医
療
費
割
合
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
地
域
で
暮
ら
す

様
々
な
主
体
が
連
携
・
協
働
し
て
、
高

齢
者
や
障
害
者
、
子
育
て
を
見
守
り
、

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ま
ち
ご
と
元
気
な
産
業
づ
く
り

　
産
業
の
活
性
化
、
ま
ち
の
賑
わ
い
の

創
出
は
本
町
の
復
興
及
び
持
続
的
発
展

に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
本

町
の
特
徴
や
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、

町
内
事
業
者
が
事
業
活
動
に
集
中
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
企
業
の
誘
致
活
動
を

進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
で
快
適
に

　
暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
づ
く
り

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
推
進
に
加

え
て
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防
災
、
減

災
の
力
を
高
め
る
こ
と
で
安
全
・
安
心

な
生
活
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。
快
適
な

住
環
境
の
確
保
は
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
定
住
に
も
繋
が
る
重

要
な
要
素
で
あ
り
中
長
期
的
な
視
点
に

よ
る
生
活
基
盤
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●
自
然
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

　
本
町
の
豊
か
な
自
然
は
貴
重
な
財
産

で
あ
り
、
良
好
な
環
境
資
源
を
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
責
務

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
豊
か
な
自
然

環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
の
収
束
へ
の

道
筋
は
ま
だ
見
え
ず
、
依
然
と
し
て
放

射
能
に
対
す
る
不
安
が
払
拭
さ
れ
な
い

状
況
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
不
安
解
消
と

安
全
安
心
を
図
る
た
め
、
町
内
の
農
作

物
や
給
食
用
食
材
な
ど
の
簡
易
測
定
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

引
き
続
き
平
成
二
十
六
年
産
水
稲
に
つ

き
ま
し
て
も
全
農
家
に
対
し
塩
化
カ
リ

ウ
ム
の
配
布
を
行
い
、
放
射
性
物
質
の

移
行
を
抑
止
す
る
と
と
も
に
風
評
被
害

に
対
し
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
震
災
経
験
を
通
し
て
の
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
に
鑑
み
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
者
へ
の
支

援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
づ
く
り

　
住
民
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
で

は
、「
み
ん
な
で
育
て
る
自
分
た
ち
の
ま

ち 

む
ら
た
」
の
具
現
化
を
目
指
し
て
、

各
地
域
に
お
け
る
主
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
体
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
仕
組
み
か
ら
、

行
政
が
適
切
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
長
を
活
か
し
て
地
域
力
を
涵

か

ん

養
よ

う

し
、
さ
ら
に
地
域
資
源
と
地
域
の
住
民

力
を
重
ね
合
わ
せ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
で
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
つ
な
げ

る
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
、

村
田
町
に
定
住
す
る
意
思
を
持
た
れ
新

た
に
住
宅
を
取
得
さ
れ
る
子
育
て
世
帯

や
転
入
世
帯
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

る
「
村
田
町
定
住
促
進
事
業
補
助
金
」

制
度
を
実
施
し
、
子
育
て
環
境
の
整
備

と
定
住
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度

施
政
方
針

平
成
二
十
六
年
度

施
政
方
針
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　３月４日から13日まで開催された町議会定例会において、平成26年度の予算案が可決されました。「予

算」は、一つの会計年度（４月１日から翌年３月31日まで）における、町の全ての収入と支出の見積もり

です。下記の図の予算は、新年度に向けて最初に作られたものなので、「当初予算」といわれます。

平成26年度

村田町一般会計当初予算・各種会計予算

一般会計 61 億 2,965 万円

特別会計 30 億 1,024 万円

企業会計   6 億 6,218 万円

合　　計 98 億   207 万円

一般会計

　福祉や教育、消防など、町の基本的な事業を運営

するための会計です。

特別会計 ・ 企業会計

　一般会計予算とは別に、あらかじめ用途が決めら

れた５つの特別会計と２つの企業会計があります。

一般会計の内訳（61億2,965万円）

使用料及び手数料 9,705万円（1.6％）
分担金及び負担金 3,462万円（0.6％）
繰　越　金　　　 2,000万円（0.3％）
諸　収　入　　　 7,571万円（1.3％）
財 産 収 入 　　　　558万円（0.1％）
寄　附　金 　　　　　 4万円（0.0％）

地方消費税交付金
1億5,400万円 （2.5％）

県支出金
5億6,392万円
（9.2％）

国庫支出金
5億7,633万円
（9.4％）

繰入金
6億6,472万円
（10.8％）

町　債
7億1,060万円
（11.6％）

町　税
13億1,278万円
（21.4％）

地方交付税
18億1,050万円
（29.6％）

歳　入
61億2,965万円

地方譲与税　　　　　7,000万円（1.1％）
利子割交付金　　　　　200万円（0.0％）
配当割交付金　　　　　100万円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金 30万円（0.0％）
ゴルフ場利用税交付金1,000万円（0.2％）
自動車取得税交付金 1,600万円（0.3％）
地方特例交付金　　　 300万円（0.0％）
交通安全対策特別交付金150万円（0.0％）

労　働　費　1,758万円（0.3%）
商　工　費　8,026万円（1.3%）
災害復旧費　　 10万円（0.0%）
予　備　費　 100万円（0.0%）

議会費
9,814万円
（1.6%）

農林水産業費
2億2,679万円
（3.7%）

消防費
2億3,030万円
（3.8%）

公債費
8億2,382万円
（13.4%）

衛生費
6億6,093万円
（10.8%）

土木費
7億1,878万円
 （11.7%）

教育費
11億9,925万円
（19.6%）

民生費
11億2,592万円
（18.4%）

総務費
9億4,678万円
（15.4%）

歳　出
61億2,965万円

暮らしのどんなところに使われているの？

町民１人当たりに使われるお金

523,231円

※町民1人当たりの計算は、平成26年2月末日の 
　人口11,715人を基にしています。

各種健診、し尿処

理、ごみ処理など

56,417円

幼稚園、小中学校、

社会教育など

102,368円

議会や観光、商工

業の振興など

16,823円

社会福祉や子育て

支援など

96,110円

消防や農業、林業

の振興など

39,018円

防犯対策や交通安

全、戸籍、徴税な

ど

80,818円

道路、河川などの

維持管理

61,356円

借り入れたお金

（町債）の返済

70,321円



4

伝統的建造物群保存地区の決定について
（都市計画決定告示・保存計画告示）

〜重要伝統的建造物群保存地区選定の申出〜

　
平
成
二
十
六
年
三
月
十
日
付
け
で
村
田
町
村
田
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
都
市
計
画
決
定
並
び
に
村
田
町
村
田
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

保
存
計
画
決
定
の
告
示
を
行
い
、
「
村
田
町
村
田
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
保
存
計
画
に
つ
い
て
は
、
村
田
町
村

田
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
会
や
住
民
団
体
の
「
村
田
み
ら

い
会
」
等
と
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

■
保
存
地
区

■
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建
）
選
定
の
申
出

　
町
は
、
決
定
し
た
保
存
地
区
に
つ
い
て
、
国
へ
「
重
伝
建
選
定
の
申
出

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
村
田
の
伝
建
地
区
が
我
が
国
に
と
っ
て
価
値
が

高
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
重
伝
建
地
区
と
し
て
国
か
ら
選
定
さ
れ
ま

す
。
選
定
さ
れ
る
と
、
宮
城
県
初
の
重
伝
建
地
区
と
な
り
、
町
が
進
め
る

伝
統
的
建
造
物
等
の
保
存
事
業
に
対
し
て
財
政
的
支
援
や
技
術
的
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
町
並
み
の
保
存
活
用
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
重
伝
建
制
度
の
導
入
は
、
単
な
る
町
並
み
の
保
存
で
は
な

く
、「
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。
歴
史
と
伝
統
あ
る
村
田
に
ふ
さ
わ
し
い
、

町
民
が
誇
り
を
持
て
る
町
並
み
の
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

■
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
現
状
変
更
許
可
に
つ
い
て

　
今
後
は
、
伝
建
地
区
の
伝
統
的
建
造
物
な
ど
を
保
存
し
、
歴
史
あ
る
町

並
み
を
保
存
整
備
す
る
た
め
、
伝
建
地
区
内
の
す
べ
て
の
建
物
等
に
つ
い

て
外
観
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
町
及
び
教
育
委
員
会
の
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
許
可
が
必
要
な
行
為
は
、
建
築
物
や
工
作
物
（
門
や
塀
な
ど
）

の
新
築
、
増
築
、
改
築
、
修
繕
、
取
壊
し
、
色
彩
の
変
更
な
ど
で
、
そ
の

外
観
を
変
更
す
る
場
合
や
、
宅
地
の
造
成
や
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
場

合
な
ど
で
す
。

　
保
存
地
区
内
で
こ
れ
ら
の
工
事
な
ど
の
予
定
が
あ
る
場
合
や
計
画
を
す

る
と
き
に
は
、
村
田
町
歴
史
み
ら
い
館
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
許
可
申
請

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

村田町村田伝統的建造物群保存地区

面積：約7.4 ヘクタール

現在
・
伝
建
地
区
の
指
定
（
都
市
計
画
決
定
・
保
存
計
画
決
定
）

・
国
へ
重
伝
建
選
定
の
申
出
書
を
提
出

国
か
ら
我
が
国
に
と
っ
て
価
値
が
高
い
保
存
地
区
と
選
定
さ
れ
る

蔵
の
町
並
み
が
国
選
定
の
重
伝
建
地
区
と
な
る

・
町
が
進
め
る
保
存
事
業
（
修
理
・
修
景
）
に
対
し
、
国
・

県
か
ら
財
政
的
支
援
・
技
術
的
支
援
を
受
け
ら
れ
る
。
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主要地方道岩沼蔵王線改良事業本格着手
　宮城県では、主要地方道岩沼蔵王線改良事業として、平成 24 年度から事業に着手しており、
平成 26 年度は用地買収をしたところから工事を進めることとなります。
　工事期間中はご不便ご迷惑をおかけいたしますのでお知らせいたします。

1　事業目的
　本路線は、東北縦貫自動車道村田インターと仙台東部道路岩沼インター、仙台空港を結ぶ等、
内陸部と沿岸部を連絡する重要な広域幹線道路で、アクセス性や利便性を向上し、広域間物流に
資する安定的な機能を確保するため、復興道路として災害に強い道路機能の確保と、道路線形を
改善し交通事故の削減を目的に計画された村田町姥ヶ懐地区から岩沼市大師地区に至る 3.7㎞の
区間の改良事業です。

2　事業概要
事業箇所：（主）岩沼蔵王線　村田町姥ヶ懐地区　～　柴田町　～　岩沼市大師地区　
工事概要：延長　L=3.7km（村田側 1.7km、トンネル部 1.3km、岩沼側 0.7km）
　　　　　幅員　現道拡幅Ｗ＝ 6.5（8.0）ｍ、トンネルＷ＝ 6.5（7.5）ｍ
事業期間：平成 24 年度～平成 30 年度（予定）

3　位置図

4　事業スケジュール



    

向
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

完
成

北
　
北
向
契
約
講
親
睦
会
が
進
め
て

い
た
集
会
所
の
建
替
事
業
が
完
了

し
ま
し
た
。
前
集
会
所
が
老
朽
化

し
た
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
積
立

を
行
い
、
町
と
宝
く
じ
の
助
成
金

を
受
け
て
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　
新
し
い
建
物
は
木
造
平
屋
建
、

延
べ
面
積
＝
７
４
・
５
２
㎡
で
多
目

的
ト
イ
レ
を
備
え
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
二
月
二
十
三
日
に
新
年
度
の
総

会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
の
交

流
促
進
や
防
災
拠
点
と
し
て
の
役

割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

6

本
消
防
協
会
功
績
章

内
各
所
で
卒
業
式

日

町
　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
町
内
の

各
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

所
で
卒
業
式
、
修
了
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
三
月
八
日
、
第
二
中
学
校
で
は

二
十
八
名
の
生
徒
が
卒
業
式
を
迎

え
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
後
輩
か
ら
の
送
辞
に

対
し
、
卒
業
生
代
表
の
渡
辺
稜
さ

ん
が
「
在
校
生
の
皆
さ
ん
、
第
二

中
学
校
を
背
負
っ
て
い
く
番
で

す
。
私
た
ち
の
歩
い
た
道
筋
を
そ

の
ま
ま
辿
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
二
中
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う

に
、
今
度
は
あ
な
た
た
ち
の
色
で

染
め
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
後
輩
へ
の
激
励
の
答
辞

を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　
三
月
十
九
日
に
は
、
村
田
小
学

校
で
七
十
三
名
の
生
徒
が
卒
業
式

を
迎
え
、
卒
業
生
一
人
一
人
が
将

来
の
夢
と
決
意
を
立
派
に
発
表

し
、
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
八
日
、
日
本
消
防
会

館
（
東
京
都
）
で
「
第
六
十
六
回

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
」
が

開
催
さ
れ
、
村
田
町
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
佐
藤
ト
シ
さ

ん
（
小
泉
東
）
が
、
村
田
町
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
設
立
当
初

か
ら
現
在
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、

防
火
・
防
災
思
想
の
普
及
に
努
め
、

地
域
防
災
に
貢
献
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
日
本
消
防
協
会
会
長
よ

り
功
績
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

6

▲完成した北向コミュニティセンター

▲心を一つにして歌を歌う卒業生（村田小学校）

▲堂々と答辞を述べる渡辺さん（第二中学校）
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子
で
楽
し
い
、
運
動
遊
び
」

３
Ｂ
体
操
で

思
い
っ
き
り
遊
ん
だ
よ
♪

「
親

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
を
迎

え
た
三
月
十
一
日
、（
株
）
フ
ェ
リ

シ
モ
が
行
っ
て
い
る
「
カ
ラ
ー
リ

ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
ハ
ッ

ピ
ー
ト
イ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
る
５
０
０
色
の
色
え
ん
ぴ
つ
と

手
づ
く
り
ぬ
い
ぐ
る
み
の
贈
呈
式

が
村
田
保
育
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
に
は
（
株
）
フ
ェ
リ
シ

モ
と
と
も
に
復
興
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
る
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
「
ア

ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
ト
ー
ン
」
も
訪
れ

ま
し
た
。

　
色
え
ん
ぴ
つ
と
ぬ
い
ぐ
る
み
を

受
け
取
っ
た
園
児
た
ち
は
「
大
切

に
使
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

ら
り
ん
』
デ
ビ
ュ
ー
！

０
０
色
の
色
え
ん
ぴ
つ
」と

「
手
づ
く
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
」が

贈
ら
れ
ま
し
た

『
く

「
５

　
村
田
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
く
ら
り
ん
」
が
、
つ
い
に

皆
さ
ん
の
前
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
三
月
二
十
二
日
、
「
小
京
都
む

ら
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
」

の
後
に
、
関
係
者
の
前
で
お
披
露

目
が
行
わ
れ
、
佐
藤
英
雄
町
長
か

ら
は
、
特
別
住
民
票
の
交
付
も
あ

り
、
村
田
町
民
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
二
十
二
日
及
び
二
十
三
日
は
、

「
む
ら
た
町
家
の
雛
め
ぐ
り
」
会
場

に
も
登
場
し
、
お
客
様
を
喜
ば
せ

て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
登
場
し
、
町
の

観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
二
月
二
十
七
日
、
中
央
公
民
館

を
会
場
に
、
子
育
て
支
援
事
業
「
親

子
で
楽
し
い
、
運
動
遊
び
」
〜
親

子
で
楽
し
め
る
３
Ｂ
（
さ
ん
び
ー
）

体
操
〜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
Ｂ
体
操
は
、
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、

ベ
ル
タ
ー
の
三
つ
の
手
具
を
使
っ

て
、
遊
び
感
覚
で
さ
ま
ざ
ま
な
運

動
が
楽
し
め
る
健
康
体
操
で
す
。

　
参
加
し
た
約
三
十
組
の
親
子
は
、

社
団
法
人
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
宮

城
県
支
部
の
先
生
の
指
導
の
も
と
、

手
を
つ
な
い
で
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、

複
数
の
手
具
を
つ
な
げ
た
輪
を
く

ぐ
っ
た
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

を
動
か
す
な
ど
の
運
動
で
、
親
子

で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
た
よ
う
で

し
た
。

▲うまく輪をくぐれるかな？

▲特別住民票が交付され、村田町民となった
　くらりん

▲世界に一つしかないぬいぐるみ
の中から、自分好みのぬいぐる
みを選ぶ園児たち

の
火
災
予
防
運
動

春
　
三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一

週
間
、「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
日
に
は
、
各
幼
稚
園
と
保
育

所
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
園
児
）

が
「
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
は
、

ぜ
っ
た
い
に
火
あ
そ
び
は
し
ま
せ

ん
！
」
と
誓
い
の
言
葉
を
言
っ
た

後
、
寒
い
中
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、「
火
の
用
心
！
戸
締
り
用
心
！

火
の
用
心
！
」
と
元
気
の
良
い
掛

け
声
で
町
内
に
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
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南
青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
一
四
ｉ
ｎ
む
ら
た
」

を
開
催
し
ま
し
た
!!

ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
仙

レ
　
二
月
一
日
、
中
央
公
民
館
で
町
内

在
住
者
と
在
勤
者
の
方
を
中
心
に
、

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト（
皮
細
工
）
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。

　
蔵
王
町
在
住
の
阿
部
恒
二
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
皮
細
工
の

特
徴
や
扱
い
方
な
ど
を
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
参
加
者
八
名
は

思
い
思
い
に
作
品
を
仕
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
二
月

二
十
三
日
に
村
田
町
で
開
催
さ
れ

た
「
仙
南
青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

二
〇
一
四
ｉ
ｎ
む
ら
た
」
に
出
展

し
、
多
く
の
方
に
個
性
豊
か
な
作

品
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
三
日
（
日
）
、
中
央
公

民
館
に
て
『
仙
南
青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
二
〇
一
四
ｉ
ｎ
む
ら
た
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
仙
南
二
市
七
町
の
青
年
た

ち
が
半
年
前
か
ら
準
備
し
、
運
営

し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
の
発
表
の
ほ
か
、
絵
画
や
草

木
染
な
ど
多
数
の
作
品
を
展
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
紹
介
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の

楽
し
い
企
画
や
、
本
町
婦
人
会
の

と
ん
汁
無
料
配
布
な
ど
も
あ
り
、

町
内
外
か
ら
四
百
名
を
超
え
る
皆

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
会
場

は
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
日
本
赤
十
字

社
に
対
し
、
来
場
者
か
ら
総
額

六
千
二
百
三
十
二
円
の
募
金
が
あ

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
白
石
市
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！
　

▲講師の話に耳を傾ける受講生

▲仙南地区の実行委員全員集合▲みんなの気持ちフロムせんなん ( 募金 )

村
田
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
一
月
二
十
六
日
、
村
田
第
一
中

学
校
体
育
館
を
会
場
に
、
平
成

二
十
五
年
度
第
二
十
八
回
村
田
町

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら

十
一
チ
ー
ム
（
一
〇
四
名
）
が
参

加
し
、
迫
力
あ
る
試
合
が
展
開
さ

れ
た
ほ
か
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

　
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
勝

　
　
　
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ

　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
勝

　
　
　
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
Ｍ
，
ｓ

　
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
勝

　
　
　
★
Ｍ
，
ｓ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
★

【
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
】

　
優
勝
　
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ａ
Ｎ
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小
室
　
希
選
手

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
健
闘
! !

　
二
月
七
日
〜
二
十
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
ソ
チ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ケ
ル
ト
ン
女
子
に
小
室
希
選
手
（
小
泉

東
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
日
本
か
ら
唯
一
の
出
場
で
、
滑
る
た
び
に
タ
イ
ム
を

縮
め
、
世
界
の
強
豪
を
相
手
に
健
闘
し
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
メ
ダ
ル
を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
益
々
の
活
躍
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
小
室
選
手
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
田
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
顕
彰
式

　
三
月
十
八
日
、町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
主
催
の
「
平

成
二
十
五
年
度
村
田
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
顕
彰

式
」
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
顕
彰
式
は
、
平
成
二
十
五
年
度
中
に
町
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰

し
、
讃
え
た
も
の
で
す
。

　
表
彰
者
と
主
な
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

〔
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
〕

▼
小こ

室む
ろ

　
　
希
の
ぞ
み(

小
泉
東)

（
仙
台
大
学
）
〜
ス
ケ
ル
ト
ン

第
二
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
ス
ケ

ル
ト
ン
競
技
　
出
場

2
0
1
3
/2

0
1
4

全
日
本
ス
ケ
ル
ト
ン
選
手
権
大
会

　
　
　
　
優
　
勝
　（
五
連
覇
）

〔
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
〕

▼
池い

け

田だ

　
紀の
り

保や
す

（
千
塚
）

（
大
東
文
化
大
学
）
〜
駅
伝

第
九
十
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
　
出

場第
四
十
五
回
全
日
本
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
　
出

場
▼
薄う

す

木き

　
　
雄ゆ
う(

石
生)

（
村
田
高
等
学
校
）
〜
柔
道

第
六
十
二
回
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔

道
競
技

男
子
六
十
六
㎏
級
　
第
三
位

第
六
十
三
回
東
北
高
等
学
校
柔
道
大
会

男
子
六
十
六
㎏
級
　
出
場

▼
加か

藤と
う

　
征せ
い

也や

（
姥
ヶ
懐
）

(

白
石
工
業
高
等
学
校)

〜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
六
十
二
回
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
優
　
勝

東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
　
第
三
位

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
出
場

▼
髙た

か

橋は
し

　
凪な
ぎ

沙さ

(

本
郷)

(

柴
田
高
等
学
校
）

〜
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

第
四
十
四
回
宮
城
県
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
競
技
新
人
大
会

女
子
六
十
三
㎏
級
　
優
勝

▼
高た

か

橋は
し

　
将ま
さ

也や

(

本
郷)

(

村
田
第
一
中
学
校)

〜
水
泳

第
六
十
二
回
宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳

競
技

二
〇
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
準
優
勝

一
〇
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
四
位

第
四
十
五
回
東
北
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競

技二
〇
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
八
位

▲受賞された皆さん

▲小室　希選手

　
村
田
町
の
皆
さ
ま
、
温
か
い

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
19
位
と
い
う
成
績
は
納
得

の
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
で
き
る
精
一
杯
の
こ
と
を
し
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
身
共
に
動
け
な
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
良
い
時
も
悪
い
時
も
変
わ

ら
ず
に
支
え
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
の

お
か
げ
で
、
再
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



俳

　　　　　　　　句

川

　　　　　　　　柳
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◀
お
お
ぬ
ま　

り
こ
（
内
町
）

◀
Ｐ
Ｎ
薄
木
は
る
ぴ
ょ
ん
（
関
場
）

◀
Ｐ
Ｎ
地
球
人
（
本
町
）

◀
た
か
は
し　

ほ
う
か
（
本
町
）

こ
ま
ち
号
並な

ら
び
て
光
る
水み

ず

芭ば

蕉
し
ょ
う

後
藤
　
信
夫

主
婦
の
日
や
金
魚
目
に
つ
く
冬
日
和

大
雪
に
鳥
も
び
っ
く
り
迷
い
路

待
つ
君
の
秋
保
恋
し
い
ひ
な
祭
り

大
友
　
美
恵
子

へ
そ
大
根
甘
さ
集
め
て
干
さ
れ
け
り

愛
犬
と
追
う
節
分
の
豆
一
つ

ど
の
家
も
残
る
寒
さ
の
灯
り
か
な

鈴
木
　
恵
子

こ
の
頃
は
　
奥お

方が
だ

研
修
　
亭ご

で主
昼ヒ

ン

寝ネ

蕪
田
　
礼

鏡
に
は
　
心
も
し
っ
か
り
映
っ
て
る

虹
　
子

正
直
に
　
育
て
未
来
の
納
税
者

タ
ケ
マ
ロ

一イ
チ

円エ
ン

玉コ

　
ル
ー
ペ
で
見
て
も
一
円
ヤ
！

夢
太
郎

く
や
し
い
ね
　
死
な
な
き
ゃ
来
な
い
保
険
金

蕪
田
　
礼

「
マ
ア
奥
さ
ん
　
若
い
わ
ね
〜
」
…

…
「
そ
の
オ
化ケ

粧シ
ョ

」

済
　
魔
扇

　
善
意
の
寄
附
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
　
仙
南
法
人
会

青
年
部
柴
田
支
部

支
部
長
　
鈴
木
　
孝
典
　
様

●

ユ
ニ
ペ
ッ
ク
ワ
イ
ヤ
レ
ス
チ

ュ
ー
ナ
ー
　
一
式

●

Ｔ
Ｏ
Ａ
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

ロ
フ
ォ
ン
　
一
本

●

Ｔ
Ｏ
Ａ
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
ス

タ
ン
ド
　
一
式

（
生
涯
学
習
用
機
器
と
し
て
）

有
効
に
使
わ
せ
て

　
　
　
　
　
い
た
だ
き
ま
す
! !

　
映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル
・
お
菓

子
放
浪
記
」
の
全
国
上
映
会
が

終
了
し
た
こ
と
を
受
け
、
二
月

に
エ
ク
レ
ー
ル
基
金
管
理
委
員

会
よ
り
村
田
町
に
対
し
、
次
の

と
お
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
歴
史
み
ら
い
館
等
に

お
い
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▼
贈
呈
品

○
映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル
・
お
菓

子
放
浪
記
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
図
書
館
・

公
共
施
設
用
）
一
枚

○
「
エ
ク
レ
ー
ル
基
金
」
撮
影

地
支
援
活
動
助
成
費
十
万
円



総務課　総務班　☎83-2111
保健センター　☎83-2312

　次号の対象となるのは、平成25年４月、５月生まれのお子さまです。掲
載を希望する場合は、１か月以内に撮影した写真と掲載依頼書を保健セ
ンターの｢１歳児お誕生相談｣の際にお持ちください。直接、役場へ提出さ
れる場合は、５月７日(水)までに総務課へお持ちください。
　なお、自宅での撮影をご希望の方は、５月２日(金)までに総務課へご連
絡ください。撮影にお伺いします。
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鈴
すず

木
き

　結
ゆ

愛
な

ちゃん
（保護者：ゆかり）

石生
●１歳のお誕生日おめで
とう♡みんなを笑わせる
のが得意の結愛ぴ♡すく
すく成長してね♡

（ままより）

首
しゅどう

藤　麻
ま り

里ちゃん
（保護者：光弘・順子）

本郷
●パパとママのところにう
まれてきてくれてありがと
う。まり、だいすきだよ♡

（父・母より）

佐
さ さ

々　陸
りく　と

人くん
（保護者：康太郎・里紗）

本町
●愛嬌たっぷりの陸人。
いつもたくさんの笑顔を
届けてくれてありがとう
　だ～いすき♡

（パパ・ママより）

鎌
かま

田
た

　優
ゆ な

奈ちゃん
（保護者：大地・良美）

千塚
●１歳のお誕生日おめで
とう☆なんでも食べて、
たくさん遊ぼうね！
（お父さん・お母さんより）

北
きたじま

嶋　顕
あ き と

爽くん
（保護者：伸好・あゆみ）

本郷
●１歳おめでとう！顕爽の
成長に日々驚いてます☆沢
山食べて、沢山寝て、大き
くなぁれ♡

（家族みんなより）

村
むらかみ

上　隼
はや

翔
と

くん
（保護者：武宣・彩美）

石生
●隼翔、１歳おめでと
う！みんな隼翔が大好き
だよ♡これからも元気い
っぱい育ってね♪

（パパ・ママより）

内
う つ み

海　礼
ひ ろ と

人くん
（保護者：正英・由美子）

本町
●１歳おめでとう！これか
らも笑顔を絶やさず、元気
にたくましく育ってね♡

（家族のみんなより）

丹
に わ

羽美
み

真
さ

貴
き

ちゃん
（保護者：貴道・美智）

内町
●みさき丹羽家に生まれて
きてくれてありがとう！こ
れからも元気と笑顔を沢山
下さい。

（家族のみんなより）

山
やん　べ

家　優
ゆう　と

人くん
（保護者：守・江美）

沼田
●１歳おめでとう。ゆう
ちゃんのニコニコ笑顔が
大好きだよ。元気にすく
すく育ってね。

（家族みんなより）

庄
しょうじ

司　大
だ い ご

悟くん
（保護者：正志・絵梨子）

石生
●大悟♡おめでとう♡強
く、たくましく、優しい心
をもった男の子になってね
♡大好き♡

（パパ・ママより）

原
はら

田
だ

　陽
ひな

向
た

ちゃん
（保護者：拓・なつみ）

千塚
●１歳おめでとう。これ
からも元気いっぱい、笑
顔もいっぱい、すくすく
育ってね♡

（家族みんなより）

たか

橋
はし

　璃
り

仁
ひと

くん
（保護者：直樹・園子）

荒町
●いつもかわいい笑顔をあ
りがとう♡これからもすく
すく元気に育ってね。

（パパ・ママより）

たか

野
の

　ももちゃん
（保護者：徹也・裕子）

石生
●ももちゃん♡お兄ちゃん
と沢山笑って　いっぱい遊
んでケンカできる日が楽し
みだね～♪

（パパ・ママより）



　２月 26 日に行われた３歳６か月児健診で、むし歯がゼロだった
みんなを紹介します。これからも歯を大切にしようね！
　“むし歯ゼロの子”には、むし歯の治療が完了しているお子さん
も含みます。むし歯予防も大切ですが、定期的に歯科健
診を受け、お口の中の状態を知ることも大切です。むし
歯ができてしまったら、早期に治療しましょう。

むし歯むし歯むし歯

薄
うす

木
ぎ

　瑠
る

菜
な

ちゃん

（千塚）

太
おお

田
た

　海
かい

誠
せい

くん

（荒町）

佐
さ

々
さ

　泰
たい

征
せい

くん

（小泉西町）

千
ち

葉
ば

あかりちゃん
（本郷）

佐
さ

藤
とう

　永
と

遠
わ

くん

（菅生上）

齋
さい

藤
とう

　稀
き

瑠
りゅう

くん

（小泉中）

平
ひら

間
ま

　祐
ゆ

来
ら

ちゃん

（菅生上）

八
や

巻
まき

ひかるちゃん
（菅生下）


